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被
災
直
後
に
自
分
と
家
族
を
守
る
の
は

「
自
助
」
の
力
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
一
人
で
は
対
応
で
き
な
い

時
に
、
頼
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
共
助
」

の
力
で
す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
可
能
な
ら
ば

自
分
が
「
共
助
」
に
参
加
す
る
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
行
政
は
最
善
を
尽
く
し
対
応

に
努
め
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
公
助
」
が

活
動
を
始
め
て
も
、
そ
の
援
助
の
手
が
円
滑

に
住
民
一
人
ひ
と
り
に
届
く
た
め
に
は
「
共

助
」
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。 

こ
う
し
た
連
携
が
、
地

域
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
際
に
、

区
長
さ
ん
か
ら「
地
区
で
浸
水
が
起
こ
り
そ
う

な
の
で
土
の
う
を
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
」と
い

う
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

頃
に
は
市
役
所
の
職
員
は
災
害
の
把
握
や
被

災
現
場
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
お
り
、
十
分

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
救
援
の
た
め
の
食
料
を
届
け
る
際

に
も
、
土
砂
崩
れ
や
浸
水
の
た
め
に
避
難
所

ま
で
た
ど
り
着
く
の
に
時
間
を
要
す
る
な
ど

の
問
題
も
発
生
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
災
害
に
備
え
定
期
的
な
防
災
訓

練
・
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
、
避
難
所
用
品
の

備
蓄
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
負
託
に
１
０

０
％
応
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
今
後
の
防
災
対
策
に
お
い
て
は
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

神
埼
市
で
は
「
平
成　

年
７
月
中
国
・
九

２１

州
北
部
豪
雨
」
に
お
い
て
、
市
内
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
今
月
号
か

ら
５
月
号
ま
で
３
回
に
わ
た
り
『
災
害
へ
の

備
え
と
対
策
』
と
題
し
て
防
災
特
集
を
掲
載

し
ま
す
。
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市
で
は
早
期
に
災
害
情
報
連
絡
室
を
立
ち

上
げ
、
必
要
に
応
じ
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
て
市
民
へ
の
情
報
伝
達
、
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
対
応
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
行
政
の
対
応
力
は
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

自
ら
の
身
は
自
分

で
守
る
と
い
う
考
え

方
で
す
。

普
段
か
ら
災
害
に

関
す
る
知
識
を
身
に

つ
け
、
災
害
を
正
し
く

理
解
し
何
を
備
え
て

お
け
ば
よ
い
か
を
家

族
で
話
し
合
う
な
ど

し
て
、
災
害
に
対
す
る

準
備
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

�
�
�
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�
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自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

あ
な
た
は
、
見
知
ら
ぬ
人
が
血
だ
ら
け
で

倒
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
す
ぐ
に
手
助
け
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
･
･
･
。
も
し
、

あ
な
た
が
怪
我
を
し
て
動
け
な
く
な
っ
た
と

し
た
ら
･
･
･
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
頼
り

に
な
る
の
が
顔
見
知
り
の
隣
近
所
の
方
で
す
。

ま
た
、
過
去
に
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
き

た
の
か
、
元
々
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
っ

た
の
か
な
ど
、
地
域
の
特
性
は
昔
か
ら

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
が
よ
く
ご

存
知
で
す
。

地
域
で
話
し
合
い
の
場
を
設
け
自
主

防
災
組
織
を
結
成
す
る
な
ど
、
地
域
の

特
性
を
理
解
し
た
う
え
で
地
域
ぐ
る
み

で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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自
力
や
家
族
な
ど
の
「
自
助
」
に
よ
る
救

助
は
約
７
割
、
友
人
・
隣
人
な
ど
の
「
共
助
」

が
約
３
割
、
消
防
や
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る

「
公
助
」
は
２
％
に
も
満
た
な
い
割
合
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
か
に
「
自
助
」

が
重
要
か
、
い
か
に
隣
近
所
の
「
共
助
」
が

頼
り
に
な
る
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

神
埼
市
役
所　

総
務
課

�
３
７�
０
１
０
０

次
の
表
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
生

き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救
助
を
誰

が
行
っ
た
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�

市
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
、

消
防
団
、
自
衛
隊
な
ど
で
す
。

市
に
お
い
て
も
、
災
害
対
策
本
部
体
制
の

見
直
し
や
防
災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
な
ど
対
策
を
検
討
し
災
害
対
応
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。

�������	
��
��������������
（１）情報伝達に関すること
・現在実施している情報伝達訓練の更なる充実
・防災行政無線について、平成２３年度の運用開始を目標に整備
（２）避難に関すること
・避難判断マニュアルの見直し
・避難所の見直しを行い、神埼高校と神埼清明高校を新たに指定
・避難所用品の備蓄計画を策定
・避難経路について、区長・消防団に協力を依頼し地区ごとの防災マップを
見直し
・災害時要援護者に対する援護体制の構築
（３）災害の検証
・国土交通省筑後川河川事務所、佐賀地方気象台、佐賀県等との意見交換お
よび検証作業
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市
で
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し

て
避
難
所
の
開
設
や
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
、

防
災
対
策
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
回
、
市
内
の
県
立
高
校
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
新
た
に
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
神
埼
高
校
と
神
埼
清
明
高
校
の
２

校
を
指
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
内
の
他
の
指
定
避
難
所
と
同

様
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
避
難
施
設
は
、
原
則
と
し
て
体
育

館
で
す
。

避
難
を
開
始
す
る
前
に
は
、
避
難
所
の
開

設
状
況
に
つ
い
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
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神
埼
市
役
所　

総
務
課

�
３
７�
０
１
０
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加入を希望される方は、２月
に配布した加入申込書と掛金を
ご持参のうえ、手続きを行って
ください。
※市役所窓口で申し込みをされ
る場合、混雑が予想されます
ので、郵便局窓口での手続き
をお勧めします。
�����

・郵便局
・神埼市役所　総合窓口
・各総合支所　総務企画課
�����　一人５００円
�����

平成２２年４月１日
 ～平成２３年３月３１日
������　３月３１日（水）
※４月１日以降も加入できます
が、この場合、申込日の翌日
からが共済期間となります。
�������

神埼市役所　総務課
�３７�０１００
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市
の
総
合
計
画
と
平
成　

年
度
に

２１

策
定
さ
れ
た
「
神
埼
市
歴
史
文
化
遺

産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」
に
沿
っ
た
「
長
崎
街
道
神
埼
宿
・

櫛
田
宮
門
前
町
を
活
か
し
た
振
興

策
」
と
し
て
、
市
で
は
長
崎
街
道
を

活
か
し
た
中
心
市
街
地
（
櫛
田
宮
門

前
町
と
そ
の
周
辺
）
活
性
化
対
策
事

業
の
構
想
検
討
に
着
手
し
ま
し
た
。

近
年
、
中
心
市
街
地
は
空
き
店
舗
、

空
き
地
が
目
立
ち
、
以
前
の
賑
わ
い

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
急
が
れ
る
課
題
解
決
策
と

し
て
、
市
の
施
設
、
櫛
田
宮
門
前
町
周

辺
の
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
、
市
内

へ
の
誘
客
を
積
極
的
に
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
４
つ
の
取
り

組
み
の
相
乗
効
果
に
よ
る
中
心
市
街

地
の
振
興
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 �

�
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長
崎
街
道
へ
の
誘
客
を
図
る
た
め
、

神
埼
市
の
物
産
を
中
心
と
し
た
物
販

所
の
開
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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長
崎
街
道
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
資
料
館
の

誘
致
、
昨
今
の
古
美
術
・
骨
董
へ
の

人
気
の
高
さ
に
着
目
し
、
古
美
術
商

の
誘
致
や
起
業
家
な
ど
の
支
援
を
図

り
ま
す
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
持
つ
誘

客
力
を
相
乗
的
に
高
め
る
た
め
、
統

一
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発

信
を
行
う
こ
と
で
、
櫛
田
宮
門
前
町

と
周
辺
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
と
誘
客
を
図
り
ま
す
。

こ
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地

元
・
関
係
団
体
と
の
調
整
を
図
り
、
具

体
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
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神
埼
市
で
は
、
現
在
、「
意
識
改
革

か
ら
行
動
改
革
へ
」
を
テ
ー
マ
に
職

員
研
修
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
月

５
日
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
」
研
修

の
報
告
会
を
神
埼
市
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
し
た
。

意
識
改
革
研
修
は
、
平
成　

年
１

２１

月
か
ら
３
月
ま
で
、
今
回
の
行
動
改

革
研
修
は
、
平
成　

年　

月
か
ら　

２１

１０

１２

月
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
で
は
、
市
職
員
が
自

主
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
研
修
成
果

に
つ
い
て
３
つ
の
チ
ー
ム
が
発
表
し
、

区
長
、
公
民
館
長
な
ど
の
地
区
役
員

ら
約
２
５
０
人
が
、
研
修
報
告
を
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

取
り
組
ん
だ
研
修
テ
ー
マ
は
、
組

織
・
人
事
改
革
チ
ー
ム
の
「
神
埼
市

役
所
改
革
」、
市
民
協
働
チ
ー
ム
の

「
市
民
協
働
で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！
」、

産
業
振
興
チ
ー
ム
の
「
神
埼
市
の
情

報
サ
イ
ト
を
作
ろ
う
！
」。

組
織
・
人
事
チ
ー
ム
は
公
平
・
透

明
な
評
価
に
基
づ
く
給
与
・
人
事
諸

制
度
の
確
立
、
人
を
育
て
る
職
場
環

境
づ
く
り
の
必
要
性
を
提
言
。
市
民

協
働
チ
ー
ム
は
市
の
特
性
を
生
か
し

た
神
埼
版
ギ
ネ
ス
、
世
界
ギ
ネ
ス
へ

の
挑
戦
を
協
働

テ
ー
マ
に
挙
げ

ま
し
た
。
産
業

振
興
チ
ー
ム
は
、

人
や
企
業
を
呼

ぶ
た
め
に
神
埼

を
ま
る
ご
と
紹

介
す
る
情
報
サ

イ
ト
の
構
築
を

提
案
し
ま
し
た
。

店
内
に
は
フ
ェ
ア
に
出
展
し
た
市

町
の
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、

こ
の
日
は
神
埼
の
ほ
か
嬉
野
、
唐
津

の
２
市
も
登
場
し
ま
し
た
。

神
埼
市
は
そ
う
め
ん
を
中
心
に
特

産
品
を
は
じ
め
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公

園
、
九
年
庵
な
ど
の
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
。

市
内
の
料
理
店
で
創
作
し
た
麺
懐
石

や
宝
珠
寺
の
し
だ
れ
桜
、
城
原
川
の

菜
の
花
、
長
崎
街
道
神
埼
宿
を
組
み

合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
の
紹
介
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

福
岡
都
市
圏
に
特
産
品
を
売
り
込

も
う
と
、「
佐
賀
う
ま
い
も
の
フ
ェ

ア
」
が
福
岡
市
郊
外
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
１
月

　

日
に
市

１７長
と
市
職

員
が
神
埼

市
の
特
産

品
や
観
光

の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し

た
。
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地
元
特
産
の
麺
な
ど
を
含
め
た
飲

食
店
の
開
設
や
ト
イ
レ
、
休
憩
所
な

ど
を
整
備
し
、
既
存
中
心
市
街
地
と

の
回
遊
性
を
図
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
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平
成　

年
度
か
ら
公
共
下
水
道
等
（
集
合

２２

処
理
）
整
備
計
画
区
域
外
の
神
埼
町
で
浄
化

槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

公
共
下
水
道
等
（
集
合
処
理
）
整
備
計
画

以
外
の
区
域
（
下
の
地
図
で
無
色
の
と
こ

ろ
）
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

本
人
申
請
に
基
づ
き
、
市
が
設
置
工
事
を

行
い
ま
す
が
、
工
事
費
の
一
部
を
設
置
さ

れ
る
方
に
「
分
担
金
」
と
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
設
置
後
は
、「
使

用
料
」
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
市
が
維
持
管
理
（
保
守
点
検
・

汲
取
り
清
掃
）
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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・
合
併
浄
化
槽
本
体
工
事

･
本
体
設
置
に
係
る
設
計
費

･
維
持
管
理
費
（
保
守
点
検
・
汲
取
清
掃
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

･
家
屋
の
増
改
築
工
事
費

・
ト
イ
レ
等
か
ら
流
入
桝
ま
で
の
配
管
工

事
費

・
市
標
準
工
事
以
外
（
ポ
ン
プ
槽
・
強
化

蓋
・
障
害
物
撤
去
費
等
）
の
工
事
費

・
電
気
料
及
び
電
気
工
事
費

・
毎
月
の
使
用
料
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対
象
区
域
で
既
に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
方
は
、
浄
化
槽
本
体
を
市
に
寄
付
す
る
こ
と
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�
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が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
維
持
管
理
は
市
が

�
�

�
�
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�

行
い
ま
す
が
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
毎
月
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
さ
れ
、
正
常

な
機
能
を
維
持
し
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
既
に
行
っ
て
い
る
浄
化
槽
設
置
補
助
対
象

区
域
（
水
色
の
区
域
）
に
つ
い
て
の
補
助

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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神
埼
市
役
所　

下
水
道
課

�
３
７�
０
１
０
５
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下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
て

い
る
地
区
で
ま
だ
接
続
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。




